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事業概要



事業の背景・目的
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①小さなみちの大改革 ②地域公共交通のリ・デザイン×

【背景】
ʾ σЯРзГϰЂ˔РІ ằχθϛτψʺ ∕ιΪπσΨʺῲṰχῖ ϱрТжχ
зʾДЃϱрΥ ʻ
ʾІЫ˔ЕЯРзГϰτΣΪϥІЫ˔Еήםᾝχθϛτψʺ σД˔ЌτṁξΜοΩ ᴟβϥάρ
Υ ᴦὧπΚϤʺζϦϬ◦ΠϥД˔ЌФжАЕТ϶˔Эχ  Υ ʻ

◕ἋḧϞЯРзГϰЂ˔РІχΚϥϓΦ◒ρΰο「自由に自立して安全・快適に環境・他人・まち
に優しく皆が、モノが、サービスが移動できるモビリティディバイドない社会」χםᾝϬ ◙βʻ

【目的】



事業の全体概要
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⑦-1 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築
⑦-2 既存市街地の街路網構成計画論の構築
⑦-3 走行速度規制を中心とした事故防止の具体策の提案と社会実装
⑦-4 生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り
⑦-9 制度、ルールの提案
⑩ 安全・快適・豊かなモビリティの実現のためのデジタルサンドボックスの構築

研 究 開 発
項 目

実 施 体 制

⑦-1

⑩

⑦-2
⑦-3

⑦-4
⑦-9

(ᶴ)ϷзϵрЌиЀрЂиЌрБρ(ԁ∞)⁯ Ṫ ᾆẕЈрЌ˔χẶ ʺήϣτẶ ρΰοיּ☼ם
Ằ ᶘχ͏ּיτοם☼ΰʺᾆẕᵫ ‮ ψӟᴞτꜘβ6‮ τᵺ ʻ



事業の全体概要
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⑦-1
ˮ Ỹχם ψˁ˯ˮςάτςχϢΞσД˔ЌΥΚϥχΤˁ˯ˮД˔Ќχ ẛϞ ψˁ˯
ˮἇ σ( σ) ʾᴿ ψςάτΚϥχΤˁ˯ˮάϦϘπם☼ΰθϜχψςϦΨϣΜ ϭπΜϥχΤˁ˯ ˑ

⑦-4, ⑦-9
ˮ☼├ψ τ Ϊ ϦϣϦϥΤˁ˯
ˮḩἰּיρψςχϢΞτ βϥχΤˁ˯
ˮ Ϟи˔иχ π ψΚϥχΤˁ˯

ˑ

⑦-2, ⑦-3
ˮςχ Ӥπ―ΠϦω ΜχΤˁ˯
ˮςχϢΞσ ├ΥΚϥχΤˁ˯
ˮ χ―Π☼ם├ ʾὨϛ ʾ︣ ψˁ˯
ˮ χ ( )ρψˁ˯ ˑ

⑩
ˮם∑τ☼├Ϭ“μθϣςΞ ϩϥˁ˯
ˮᵠ ῟ᴮψςχ Τˁ˯
ˮם₰(ϯрϾ˔Еʾ ᵓ)ψЀІЕΥΤΤϥ˜˯ ˑ

【都市内小道路を取り巻く現場での課題例と解決の方向性の整理】

生活エリア
（小学校区程度）

地域生活圏

広域ブロック

ゾーン30
プラス

■仮説
ÅЋ˔р30ФжІχ ӤπψỉΜˁ
Å ᶨϵзϯ ϘπϬ ˁ
ˢ ᶨπχ“ τ ˣ
Å῝Ặῖ Ϟ Ϭ◦ΠϥКАЕ
м˔ϼϯФк˔ЎϜ πψˁ

＜範囲に関する課題＞

ʾ都市内道路を取り巻く現場での課題例Ϭ ΰʺᴿ ᵔὨχ ΰ Ϭ ʻ



事業の全体概要
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⑦-1 ・基礎自治体やコンサルタントが誰でも使えるデータベース・プラットフォーム

 ・データの鮮度・精度・信頼度を確保、持続可能な運営方策

⑦-4, ⑦-9
・モビリティ導入・交通安全対策効果

発現のための政策の方向性
・制度・ルール上の課題と改善策

⑦-2, ⑦-3
・交通機能の性能や質の評価、

空間ネットワーク配置論
・速度抑制施策を実施する上での

ルール、必要場所の特性

⑩
・歩行者等からみた仮想評価システム

と用いるべき評価指標
・面的な交通流を評価可能な

交通シミュレータ技術

【都市内小道路を取り巻く現場での課題例と解決の方向性の整理】

ʾ ◕ Ϭ︡Ϥ᷊Ψᾝ πχᴿ Ϭ ΰʺ課題解決の方向性を整理ʻ



事業の目標
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⑦-1 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築
ʾЯДи ӽϬ τӗ ├ʾ ϩΜ☼├χ Ϟ῟ᴮὓ Υᴦ ρσϥЯИЌзрϽϬם☼˲ ḧ˳
ʾ ├ЯИЌзрϽЄІГЭ  ρⱱ ᴦ σ֫ χΚϤ τνΜο ᾠ(ӛ)Ϭ︡ϤϘρϛ˲Ω ˳

⑦-2 既存市街地の街路網構成計画論の構築
ʾꜛ ʺכּ ẉό῝Ặῖיּ“ τ ὉϬ ᴥΰθᵬ КАЕм˔ϼ Ϭᾁ ΰʺם Ϭם☼˲ ḧ˳
ʾᵬ ᴟήϦθῖ Ϭםᾝβϥθϛχṁ Ϭ Ὁᴟΰʺ ◕χΚϤ Ϭ ᾠ(ӛ)ρΰο︡ϤϘρϛ˲Ω ˳

⑦-3 走行速度規制を中心とした事故防止の具体策の提案と社会実装
ʾ ϱрТж χ ☼├χ Ϟ֫ τḩϩϥ Ὧ Ϭ“Ξ˲ ḧ˳
ʾῖ ЄІГЭ πⱧᾮ ♁τṄ βϥ ├ОАϾ˔ЅϬꜘΰʺ ᾠ(ӛ)ρΰο︡ϤϘρϛ˲Ω ˳

⑦-4 生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り
ʾ ᶨ ʾ ϩΜ ρΰοᾋ ΰϬᾁ βϥάρΥπΦϥ︣ԏΦϘθψϹϱЖжϱр σ ᴮχ ӛϬʺ
ḩἰ“ Ṑḩ ρ ὀΰορϤϘρϛ˲ ḧ˳
ʾḩ ᴮϬ ϘΠʺ ӛϬᵠ ΰ︣ԏΦϘθψϹϱЖжϱр σ ᴮρΰοּזᵓם Ϭ ϥ˲Ω ˳

⑦-9 制度、ルールの提案
ʾḩἰ“ Ṑḩ χӪΰϜ ϘΠσΥϣʺ₈ῇᾋ ΰϬ“Ξᴿ χԁⱳ σ Μ ΰϬ“Ξ˲ ḧ˳
ʾṌ χᵠ ʾᵠ Ϟᾋ ΰʺ ├ОАϾ˔Ѕχ֫ σςτḩβϥ ᾠˢӛˣϬ ꜘ˲Ω ˳

⑩ 安全・快適・豊かなモビリティの実現のためのデジタルサンドボックスの構築
ʾДЅЌиЂрЖЩАϼІϬ  ΰʺЯДи ӽπχƟƖƣƣƦƩǄƎϞԁ Ὧᴞπם ► Ϭᴦ ρβϥ˲Ω ˳

ᾆẕᵫ ‮ έρχ ψᴞṜχ ϤπΚϤʺ ḧχ2025 ʺΩ χ2027 Ϙπχḁ Ϭ ◙βʻ



事業の工程

項目 細目 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

⑦-1 理論研究・社会実装への適用可能性検討

モデル地域のモニタリングシステム構築

システムの改良・援用と運用体制の検討

⑦-2 ネットワーク論に関する研究

一般化と街路網構成計画論とりまとめ

⑦-3 速度抑制施策の技術動向調査・事例調査

決定方法、実施プロセスに関する検討

政策パッケージ案の作成・検証・改善

⑦-4 現状・課題整理とモビリティの動向調査

方向性の整理、ガイドライン(素案)作成

モデル地区での検証、改善の方向性整理

⑦-9 法的位置づけ、規制、保安基準等の整理

制度・ルールの課題と改善策の検討

改善の実現性協議、今後の方向性の提案

⑩ 必要機能整理と評価指標の構造整理

評価システムの開発、ケーススタディ
9

2025 Ϙπτモデル地域を対象とした政策モニタリングシステムを可能ρΰʺ2027 τψʺ様々
な条件下で適用可能な政策モニタリングシステムの構築ρ持続可能な運用体制の方向性Ϭꜘβʻ

2025 ϘπτЯДи ӽπЯИЌзрϽϬḁ

ᵬ ƮƕƪǂƖƞᾁ ρם Ϭḁ☼ם

ḧ (2025 )Ϙπτ
☼├ ʾ֫ χ ὯϬ

ϹϱЖжϱр σ ᴮ ӛχ⌠

ᴿ χԁⱳ σ Μ ΰ

ṁ Ṑ ρ  χ ϘπϬḁ
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⑦-1.都市内小道路の現況把握と
政策モニタリングシステム構築

～2023年度成果～



⑦-1. 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築

インプットデータ

データ 一時集約 アウトプット閲覧＋集計システム（プラットフォーム）

Д˔Ќ ︠ Υ ṅτ ϥΥʺ
ЄІГЭ  χМрЖзрϽϬ― ΰʺԁⱲ τД˔ЌϬ

Д˔Ќ χᶆּזΥḚ
˲ ˳ ψД˔Ќ

アウトカム
ʾ Ỹᵵệ ʾⱧᾮ⌡ᾚϞӗ ΰ
ʾ☼├ “ ΰ

種別 出力内容

安全性(地区内) Ⱨᾮ(Ὧ ʺ )

施策進行率 ṛ  ԁ

種別 データ

道路 DRM(ДЅЌи ) ˲DRMẸᵓ˳

交通規制 ◙יּ“ ˲ ᾉὕ╔ʺJARTIC˳

〃 ṛ ˲ ᾉὕ╔ʺJARTIC˳

通学路 ᶘ ( ◙ ) ˲῝ӗӦԌᵓʺ⁯ ῖ ˳

事故 ῖ Ⱨᾮ ὓ ˲ὕ╔ ˳

その他 Ỹӽ (⁯ ) ˲⁯ ῖ ʾ ˳

̞SIP3ṍFS ᴮϬ□ τᶨ

【モニタリングシステム構成 2023年度暫定版】

11

̞₮Ṝ ϬꜛⱵ Ϟ
Ԍ π ᴦ

※通学路を除き、全国のデータを取扱

ʾ2023 ψSIP3ṍFS(ТϰЅРзГϰʾІЌДϰ) ᴮϬᶨ ΰʺアウトプット閲覧+集計システ
ムをプラットフォームとして構築ʻ



⑦-1. 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築

【アウトプット閲覧＋集計システム（プラットフォーム） 2023年度暫定版】

12

アウトプット閲覧システム アウトプット集計システム
( ỸᴐἜׄ ựπχ ꜘ )

̞JARTIC˰RI2MAPS-V-ѝ˱Ϭ

出力結果(Excelデータ)

システム構成図 ̞ᴞ ψם▄Тк˔Ϭꜘβ

ʾデータ重ね合わせ結果の閲覧はWEB上で容易に可能πΚϤʺ項目別集計結果はExcel
フォーマットで出力可能σД˔ЌФжАЕТ϶˔ЭϬ  ʻ

̞₮ ψ ꞊(“)Υ ṛ χ Ϭʺ
ᴅ꞊( )Υ Ԍ ϬꜘΰοΣϤʺ
ὓΰθ ט [m]Ϭ

『道路』『交通規制』『事故』の
情報を重ね合わせた集計が可能



⑦-1. 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築

13

【システムに基づく評価例】

ʾ Ỹ χ ◕ τΣΜοʺ ΚϥΜψ σ速度規制の無いエリアが散見ήϦʺ
ζχϢΞσᴷ π人対車両事故が発生ΰοΜϥʻ

速度規制の無い
エリアが散見

<МАЎ >
 Ћ˔р30ϵзϯ

速度規制の無いエリアで
人対車両事故が発生

<МАЎ >
 Ћ˔р30ϵзϯ

ם> >
 ṛ χΚϥ

Ⱨᾮ ựχ

<ῖ Ⱨᾮ >
ʿּכ ῀
ʿ כּ
ʿּכ
ʿ כּ



⑦-1. 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築
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【システムに基づく評価例】

ʾ幅員5.5m未満の速度規制が無い道路τΣΜοʺ多くの人対車両事故が発生ΰοΜϥʻ

＜東京都杉並区における速度規制・道路幅員ごとの人対車両事故集計結果＞

Ằ Ỹ

˲ ṛ ʾ Ԍ χⱧᾮὯ ˢ כּ ˣ˳

1 2 3 4 0

13.0mӟ
5.5mӟ

13.0m

3.0mӟ

5.5m
3.0m ₰

28 Ω‰ 100km/h - - - - -

29 Ω‰ 80km/h - - - - -

30 Ω‰ 70km/h - - - - -

31 Ω‰ 60km/h - 2 1 - -

32 Ω‰ 50km/h 0 2 0 - -

33 Ω‰ 40km/h 9 11 1 - -

34 Ω‰ 30km/h - 14 21 - -

35 Ω‰ 30km/h - 0 36 - -

36 Ω‰ ᴦ ( )˵(50)km/h - - - - -

37 Ω‰ ᴦ ( )˵(40)km/h - - - - -

38 Ω‰ ᴦ ( )˵(30)km/h - - - - -

39 Ω‰ ᴦ (60)˵(50)km/h - - - - -

40 Ω‰ ᴦ (50)˵(40)km/h - - - - -

41 Ω‰ ᴦ (50)˵(40Ƌ30)km/h - - - - -

42 Ω‰ ᴦ (50)˵(30)km/h - - - - -

43 Ω‰ ᴦ (50)˵(60)km/h - - - - -

44 Ω‰ ᴦ (40)˵(50)km/h - - - - -

45 Ω‰ ᴦ (30)˵(40)km/h - - - - -

46 Ω‰ Ỹӽ40km/h - - - - -

47 Ω‰ Ỹӽ30km/h - - - - -

48 Ω‰ Ỹӽ20km/h - - - - -

49 Ω - - - - -

61 “ - - 0 - -

99 Ћ˔р30 - 0 2 - -

ṛ Д˔Ќσΰ 11 9 42 - -

ӡʿὯ

ṛ

( ₰Ὣᴮ)

Ԍʹr22_005

1 2 3 4 0

13.0mӟ
5.5mӟ

13.0m

3.0m以上

5.5m未満
3.0m未満 未調査

31 Ω‰ 60km/h - 2 1 - -

32 Ω‰ 50km/h 0 2 0 - -

33 Ω‰ 40km/h 9 11 1 - -

34 Ω‰ 30km/h - 14 21 - -

35 Ω‰ 30km/h - 0 36 - -

61 “ - - 0 - -

99 Ћ˔р30 - 0 2 - -

規制データなし 11 9 42 - -

Ԍʹr22_005

ṛ

( ₰Ὣᴮ)

幅員5.5m未満の速度規制の無い道路で
人対車両事故が多発

ˢⱧᾮΥ ΰοΜϥ
ṛ χϙϬ ꜘˣ

ӡʿὯ



⑦-1. 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築

インプットデータ(サーバー)

（データ一時集約）

道路管理者利用システム アウトプット閲覧＋集計システム（プラットフォーム）

Д˔Ќ ︠ Υ ṅτ ϤʺϘθЄІГЭᴶ χ
ⱱ Ϭ― ΰʺԁⱲ τД˔ЌϬ

Ḛ ʺψיּ Ⱳτ
Д˔ЌϬ ϙ₅ϙ

├☼ῬⱲσςψ
ЄІГЭ Τϣ

ДЅЌи πא ᴦ ʺΤνʺ
ԁ χ ὓ⌠ỘΥᴦ σא ЄІГЭϬ 

̞2027ϘπψЀрЊπ ʾ
Ḛ Ϭ βϥϜχχʺζχῇχḚ
ψФкЅϴϼЕṍḧ τ

̞ Ṝ ψḩἰ ρχ ὀχᴞʺ
☼ם ʾṐḩχ︠ ︡ ϙρΰο
ᾁ ΨάρϬ

Д˔Ќ χᶆּזΥḚ

ˢ τᴂαθ ⇔ ψ
ộ χ◦כχᴞπם☼ˣ
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【システム構成 2027年度の完成形イメージ】

DRM-DB、交通事故・交通規制、通学路データ

 ＋ ETC2.0プローブ情報、交通安全施策の実施状況
  等を検討

Japan Mobility
Data Space

̞JMDSχ ϜḦϙʺ
ψ “ΰο

ФкЅϴϼЕˢPJx χ
Ϭ ϥ

ˢAPI ὀϬ ϥ ›ψʺ
ЀІЕϬ♯▄ʾ ˣ

アウトカム

※最終的な閲覧＋集計システムは、ユーザーインターフェース
や各種取扱データの特性を考慮した上で、既存システムの
援用や新たなシステム開発 を検討

̞ ˮ ήσϙκ˯τΣΪϥ︡ ϙτνΜοψʺ
ⱳ ITSᾁ ᵓ(Ⱨ ộʿ⁯ ῖ ộ)ρ ὀϬ

ʾ2027 τψʺ多様なデータを扱いʺ道路管理者も活用可能σ ├ƹƬƦƾǃƞǄƢƣƩƷϬ  ʻ



⑦-1. 都市内小道路の現況把握と政策モニタリングシステム構築
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【モデル地域の選定】
Å ᾁ Ϭ ϛϥτΚθμοψʺЯДи ӽϬ ΰʺם Ϟ
ם ϬὊοʺ σϥᶈ ᵫϬᾁ

Å ЯДи ӽψʺ¬ ψФк˔УД˔ЌΥ σΜº χ
Ϝ― χ ʺ都市部と地方部の双方を対象τ

Å ᴷ ψʺ地域精通度(本コンソの地域との繋がりや情報精通度)

Ϟ地域との関係性ʺコンソ間連携 Ϭ― ΰο

̞ Ṝψ2023 Ⱳ ӛπΚϤʺζχ ϜḯϛθῙ ӽχ Τϣ Ϭᾢ ΰʺήϣσϥ ⇔Ϭᾁ

①神奈川県横浜市

②東京都杉並区

③愛知県西尾市
④静岡県沼津市

⑤広島県東広島市
⑧佐賀県江北町

⑦千葉県柏市

⑥埼玉県三郷市
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⑦-2. 既存市街地の街路網構成計画論の構築
～2023年度成果～



⑦-2. 既存市街地の街路網構成計画論の構築

18

①欧米の道路計画・設計指針等

V◕ᵹ ᵹ ΥⱱνρήϦϥṐ χ Ṱ

VṐ τṁξΨᵹ χ ʾ  ︣

Vᵹ χ σ И˔Їχיּ
ˢ ʿ ΦϞβήvsꜛ χכּ Ӳⱱˣτ
βϥ―Π

V βϥ ӽ Ӥχ―Π

V σ И˔Їχיּ ᴣ︣ ʾ◙

②学術研究論文（国内外の学術論文誌等）

Vᵹ Ἃḧ™ ʾᵠ Ⱨ τΣΪϥ ᴣ︣ ʾ◙

Vᶆ ˢיּ ʺНІʺיּ“ כּ ˣτ βϥ χЂ˔РІχ ᴣ︣ ʾ◙

VӰσϥ ʾṐיּ ḧχЕй˔ЖϷТḩἰχ ᴟ σς

国 対象 指針等

ϯЮзϸ

︠τꜛ כּ ÅA Policy on Geometric Design of Highways and Streets (AASHTO, 
2018)

῝Ặῖ ÅGuide for Geometric Design of Transit Facilities on Highways and 
Streets (AASHTO, 2014) σς

יּ“

ÅGuide for the Planning, Design, and Operation of Pedestrian 
Facilities (AASHTO, 2021)

ÅDesigning Walkable Urban Thoroughfares: A Context Sensitive (ITE, 
2010)

ÅWalkable city rules (J. Speck, 2018) σς

יּ ÅHighway Capacity Manual the 7th edition (TRB, 2022) σς

ϱϻзІ יּ ÅManual for Streets (2007), Manual for Streets 2 (2010) σς

ЖϱБ יּ
ÅRichtlinien für integrierte Netzgestaltung RIN (FGSV, 2010)
ÅRichtlinien für die Anlage von Stadtstraßen RASt06 (FGSV, 2006) 
σς

【市街地における多様な道路利用者を考慮した街路網計画のレビュー】

ʾᵹ ὓᵊϬ τʺᴆ χ ὓᵊʾ ὓ◙ Ϟ⁯ ᵰχᶘ ᾆẕ χйРв˔Ϭם☼ʻ



⑦-2. 既存市街地の街路網構成計画論の構築

アメリカ イギリス ドイツ

ᵹ 機能 多様な道路利用者のニーズへの対応（含.inclusive）ʺコミュニティ形成・強化における役割の重要性Υ ꜘʻ

ᵹ χ
分類手法

ニーズの対
立τ βϥ
―Π

ÅИ˔ЇϬバランスさせるⱧΥ ʻ
Åᵹ έρτᶆ χЂ˔Рיּ
І Ϭ₯ ᴟʻˢ ʿ ᶨ χЂ˔

РІ ʿ ꜛ ,Bיּ“ ᴪ C, ЕжАϼFxכּ

Å歩行者を最優先、自家用自動車を
一番後回しτ― ʻ
Å σ ΥσΜᾢϤ ᶨ ψ

20mphӟᴞʻ

ÅИ˔ЇχバランスΥ ʻ
Å◕ᵹ πψʺꜛ χכּ ʺ σ
ΨρϜ ϬᴞΫϥ ΥΚϥʻ
Å路側（歩行者）→中央τΰΤΜ― ʻ

速度抑制範囲 Åῖ₯ ḧᶖ: 120m ˙Ω 200m Ås ᶎ ˣ Å ᶨẤ χ ӤπχὨ Ϭ

コンテクスト分類
ˢ ḕẽ, ל ƠƶƓƬƩƎρχḩἰˣ

ʾ֫ Υṍיּ βϥ
ʾ ꜛʾיּ“ כּ χṍיּ
ʾל ʾ  σςϬ ֳ

自
動

車
の

機
能

階
層

ᵃ
ῖ

v
s.
ל

移
動

の
機

能
ẩ

ẩ
ӡ

θ
Ϥ

プレイスの機能
ˢל ὺ ʾἋḧρẶτἹ βϥ ρΰοˣ

◕ᵹ ḅ

ήσϙκˁ

◕ᵹ ḅ

ήσϙκˁ

移
動

の
機

能
ẩ

ẩ

道路分類
ʾ ḕẽˢ◕ᵹ ᵰσςˣ
ʾ ᵃῖ vs.ל

◕ᵹ
ḅ

ήσϙκˁ

ל˴ τϢϤᵹ χ ἷϬ ꜘ

欧米に共通の動向：自動車を発端とした街路の分類と設計基準から脱却＝市街地に不可欠な視点。
日本での課題：市街地面積の大きい日本の都市部では自動車の通行機能の一定程度確保も無視できない。
両者のバランスさせるための手法論（速度抑制領域範囲の定め方、街路接続間隔・ルールなど）は不明瞭。

【欧米の道路計画・設計指針等レビュー（まとめ）】

19

ʾйРв˔ὫᴮϬρϤϘρϛʺ⁯ τΣΪϥᵹ ὓᵊ χᾁ ᴿ ρ ΰ Ϭ ʻ
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⑦-3.走行速度規制を中心とした
事故防止の具体策の提案と社会実装

～2023年度成果～



⑦-3. 走行速度規制を中心とした事故防止の具体策の提案と社会実装

Å ☼├τḩβϥⱧ ₰ˢ⁯ ˣρΰοʺ ⁯ᶆ χ
Ћ˔р30ФжІχ︡Ϥ ϙ ệʺᶆ ỸτΣΪϥ ├Ⱨ ʺ 
῟ᴮᾁ Ⱨ Ϭ ʾ ʻ

- ゾーン30プラスの取り組み状況 122事例

- 各地区における対策事例 37事例

-  効果検証事例 35事例

21

【速度抑制施策に関する技術動向調査・事例調査】
～ゾーン30プラス～

ʿ⁯ ῖ ˮ ᶨ χῖ ӗ ├τḩβϥЪ˔ЌиЂϱЕ˯☼├ ᵒ
https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/sesaku/syokai.html

ʿ⁯ ῖ ˮ ᶨ χῖ ӗ ├τḩβϥЪ˔ЌиЂϱЕ˯ ᶨ ├Ⱨ
https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/sesaku/syokai - torikumi.html

ˢ 5 10ὮⱲ χД˔ЌϢϤˣ



⑦-3. 走行速度規制を中心とした事故防止の具体策の提案と社会実装

Å ῟ᴮᾁ ψ¬30km/h超過割合ºρ¬平均速度ºτϢϥ ᴣΥ Ψ  ̋
ζχ ¬ẍᾚ ºϞ¬Ẅ ᵕ ºϬᶎ βϥϜχχ限定的ʻ

Å ζϦηϦχ ᴣ◙ Ϭ▄ βϥ Ὧψʺエリア全体、対策
箇所・区間、特定路線・区間等ʺ箇所ごとに様々σ ệʻ

検証内容 該当箇所数 ※重複あり

30km/h ᵃᶤ› 29ᴷ

ỡ 31ᴷ

ẍᾚ ᵕ  or
ЕзАФᶤ›

11ᴷ

Ẅ ᵕ 1ᴷ

22

【ゾーン30プラスにおける評価内容の事例】

‎ “適切な評価方法”や“面的施策の目的達成”に関する示唆や見解も必要

ʿ⁯ ῖ ˮ ᶨ χῖ ӗ ├τḩβϥЪ˔ЌиЂϱЕ˯ ᶨ ├Ⱨ
https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/sesaku/syokai - torikumi.html



⑦-3. 走行速度規制を中心とした事故防止の具体策の提案と社会実装

Å ¬ ДНϱІ ºψʺ設置の可能性が高い箇所(設置できそうな箇所)に設置ήϦθϾ˔І

Ϝ ήϦϥάρΤϣʺⱧ Ц˔Іπχ ᴣτψ ӪΥ ̞ γΰϜ χ῟ᴮΥ σΜϾ˔І

Å Ⱨ Ϭᶎ ΰθράϧʺ“ヒヤリハット箇所”Ϟ“急制動・速度超過箇所”ρ “対策実施箇所”Υ

必ずしも明確に紐づいているわけではない

23

【その他課題】

‎ 事例ベースで速度抑制施策を検証する場合、地区特性や設置背景の調査も必要

Å ˮ ӽχ ˯Ϟˮ ᴣ◙ ˯τḩβϥᾁ

Å ☼ם├ ˢ˹Ἃḧ ˣ▄ χθϛχⱧ ₰ᴷ χД˔Ќᴟ

Å Ⱨ ₰ᴷ τΣΪϥἋḧ ẉό ◙ χ

Å ʾ ᴣ Д˔ЌτṁξΨ ΣϢόρϤϘρϛ

̞ ṜψΜγϦϜ ᾆẕ( -2Ṍ ◕ᵹ χᵹ   ὓᵊ χ  )ρ ὀΰοᾁ

【2024年度以降の検討方法】



⑦-4. 生活道路・賑わい道路を取り巻く社会
的受容性・協働性の獲得とルール作り

～2023年度成果～
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⑦-4. 生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り

【研究開発の概要】

Å ᶨ ʾ ϩΜ Ϭ︡Ϥ᷊Ψּזᵓ ʾẸ χᶍ ρи˔иτνΜ
οʺ Ϟ “Ỹ τνΜοϜ♪ τ Ϧθ ᶧ σṳ Ϭ“ΞρρϜτʺḩ
ἰ ρϜ ὀΰσΥϣᾁ βϥʻ

【研究開発の目標（2027年度までに達成すべき目標）】

ü2025年度χ ḧ ʿṌ χ ◕ Ϭ ᶨ ʾ ϩΜ ρΰο各地
域の特性に応じて見直しを検討βϥάρΥπΦϥガイドライン的な成果Ϭʺ関
係機関等と連携ΰορϤϘρϛϥʻ

ü2027年度χΩ ʿϹϱЖжϱр ᴮϬ現実空間と仮想空間で取り組みʺ
ζχ χ ʺᵠ σςϬ ʺζχὫᴮϬ τᴂαο法制度の改正
に向けた提案事項ρβϥʻ

25

β2023 ψ ᶨ ʾ ϩΜ Ϭםᾝʾ ẉήδϥΞΠπχᴿ Ϭ τ ΰθʻ
2024 ӟ‭ψᴿ τ βϥ ᴂ├Ϭᾁ βϥθϛτʺ Ⱨ χ ⇔ ₰ϞḩἰṐḩΤϣχӪᾋ
︡ Ϭ“Μʺ2025 χ ḧ ᴮρΰοʺϹϱЖжϱр σ ᴮϬρϤϘρϛϥʻ



⑦-4.生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り

グループⅠ
〔既存の制度下でさら

なる改善が必要と 
考えられる事柄〕

グループⅡ
〔道路構造等に
関する取組み〕

グループⅢ
〔交通ルール等に
関する取り組み〕

ṇ ễỂ

ṇ

ṇ

ṇ

וֹ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ
ףּ וֹ

ṇ

ḱ ṕ Ṗ

ךּ

26

【生活道路・賑わい道路における課題】
Å ◕ Ϭ人が優先の空間にするための課題τνΜοʺ͏νχϽи˔Фτ ΰο ΰʺ
ḩἰ τνΜοϜ



⑦-4. 生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り
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【海外事例：パリ市EVQにおける現状診断】

EVQᶍ

 H  H ᶍ טּ  H ᶍ

 H ᶍ  H ᶇᶍ ≥

ᶇᵸᶪᶽḲᶷ

Å ᶽḲᶷᶱ╗ ∞Ǝ

ÅḙḲ 1ɵ7 ᶇᵶᶅᵼᶍ 6ɵᶃᶊᶽḲᶷᶊ ᵶᶅƎ6 ᶆ ᶅᶍᶽḲᶷᶆ ᵸᶪ

Å ↨ᵫℓᵣᶽḲ ᶊʊᶃᵣᶅᶎ ᶱ ᶠᶊ

ḟḵḃḁ
D֩iagnotic ą֪ C֩oncertation ą֪ ∏ E֩tudes de pre ֪

ą R֩estitution ą֪ E֩tudes ą֪ T֩ravaux ֪

נּ

Å ᶎ 3 ֩ ᶍ ᴲ ᶍ ᶍ ᴲ ḟḱḻᶍ ֪

Å ᶊᶧᶪ Ḍᶷᴻᶱ ᵶƎ ᶊ ∏ᶣ≥ ᶱ ᶊ ᵧᶪ ᶞ

Åʋ ḻḇᴻḕḋḐᶆᶍ ᶣ≥ ᶡ

ḁ᷆Ḁḭᴻḳ
Å1 ᶆ ֩ ֪ɕ ᶆ ᴳ ᶍ ᵫ ᶝᶪᶝᶆ12 18ᵪ

Å ᶝᶆᵩᵩᶧᵼ2 3 EVQτϢϤ ήϦθ Ἃḧˢ12Ỹˣ

Оз◕ ʾӱ ộʺỸ ϒχПϯзрϽϢϤˢ2024.2ם☼ˣ

EVQ=Embelir votre quartierṕ Ṗ

Å 15分都市構想の実現へ向けた施策χϋρνρΰοʺ2020 ϢϤᵫ◐
Å ʺῖ χ Ὲ ρ ḕẽχᵠ ϒΰΪθ包括的な取組み
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⑦-4.生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り
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【海外事例：パリ市EVQにおける現状診断】
Å ⱧỘФкЈІτ ╥ᴥϬ Ϥ₅ϙʺ住民の意見・提案を反映するプロセスϬ 
Å τẶ βϥᾝ ψʺ多角的・詳細なデータ整理・可視化Ϭם☼

ʿОз◕
иϱϱ῝ה
Ỹ EVQχᾝ
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Â ṕTfLṖ 200% (BBC 
News, 2024/1/23 Ṗ
Å ễ (\570)1 30 30 ể
Å 20 ṕ\3,809Ṗ 675

(TfL Ṗ

Â / TfL ṕ
Ṗ ṕ2021/12/9 Ṗ

Å

Â

ü ṕTfL Ṗ UKCA

Â

ü EU EPAC

Â TfL

Å 2021 9 25 Dott, Lime, Voi
Å 19.5mph(31km)
Å GPS
Å

Å: TfL῝꜠WebЂϱЕʻИв˔Ізз˔ІρQ&Aχ 
ЈϼЄдрΤϣ

⑦-4.生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り

【電動キックボードの動向（欧州）】
Å крЖрτΣΜοᾤ χ Іϼ˔Ќ˔χ῝ “Ứ♁
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ÂFedEx  
(SupplyChain Dive, 2023/4/12 Ṗ
Å FedEx Roxo 4 2022 10 4 ṕ

Ṗ Amazon Scout

Â2019 9 NYC FedEx Roxo

ü DOT FedEx

ROXO

Â

2022 10

ü Scout

¬SCOUTºFedEx
¬ROXOº

¬ º 5m-2.6m
Scout 20

1 Scout

【自動配送ロボットの動向（米国）】

⑦-4. 生活道路・賑わい道路を取り巻く社会的受容性・協働性の獲得とルール作り

Å FedExρAmazonΥ ΰθ

ʿCNN Business, 2019.11.26
News WorkingNation , https://workingnation.com/nyc -sends- fedex-delivery-robots -packing

ʿMemorandum Autonomour Personal Delivery Devices, File No.. CAM22 -00195,   
City of Kirkland, Planning and Building Department



⑦-9. 制度、ルールの提案
～2023年度成果～
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⑦-9. 制度、ルールの提案

【研究開発の概要】

ÅЂУᴿ зˮЯРзГϰЂ˔РІχ™ Ṱʺּזᵓם τΰΪθ ├ ˯τΣ
Ϊϥ ᾁ Ϭ ΪοЌ˔ϿАЕϬ ϛϥ ʺи˔иϒχ ᾠϬᾁ βϥ
ˢ ʺРЅКІḈ ᵓזּʺ σςˣʻ

【研究開発の目標（2027年度までに達成すべき目標）】

ü2025年度χ ḧ ʿḩἰ“ Ṑḩ χӪΰϜ ϘΠσΥϣʺ₈ῇᾋ ΰϬ“
Ξ課題の一元的な洗い出しϬ“Ξʻ

ü2027年度χΩ ʿ Μ ήϦθᴿ Τϣּזᵓם Ϭ ϥЌ˔ϿАЕϬ ϛʺ
既制度の改良・改善や見直し、政策パッケージの運用の方法σςτḩβϥ ᾠ
ˢӛˣϬ ꜘβϥʻ

32

β2023 ψḩ βϥ ʾи˔иχ⁯ ᵰχ ΰ ₰Ϭ“μθʻ
   2024 ӟ‭τḩἰ“ ṐḩχӪΰϜ ϘΠσΥϣʺ₈ῇᾋ ΰϬ“Ξ
ḩἰ τΣΪϥᴿ χ Ϭ ϛϥʻ



⑦-9. 制度、ルールの提案

【日本における歩車共存道路等の定義】

ỉṨ3  
7Ṩ3Ṩ1

ḯ ḯ
ḯ  ḯ ḯ

7Ṩ3Ṩ3

ḯ ḯ
ḯ ḯ Ễ

ʿ Ẹᵓʿ   χᵔ ρ֫ , 3 3Ὦ
33

Å ˮ Ặכּ ˯ψ「道路構造令の解説と運用」に記載ήϦοΜϥχϙ



⑦-9. 制度、ルールの提案

【欧州における人優先に関する交通対策の変遷】

1970

1980

2000
Ṍ

2010

Ṍ

ṧ Covid -19

Woonerf
ṕ1976 Ṗ

Whonstra
sse

ṕ1984 Ṗ

Whonstra
sse

ṕ1983 Ṗ

Verkehrs -
beruhigter

Bereich
ṕ1980 Ṗẑ

30

Begegnu
ngszone
ṕ2001 Ṗ

Eὶγēƀ:ƵF
š ᵭĺ ặ

Begegnu
ngszone
ṕ2013 Ṗ

30

ṕ2019.5 Ṗ ṕ2020.9 Ṗ
ṕ

30
Ṗ

ṕ1984Ṗ ṕ1985Ṗ ṕ1989Ṗ ṕ1991Ṗ ṕ1991Ṗ

Home 
Zone
ṕ2006 Ṗ

ṕ2024 Ṗ

137

ἒӡּק
ᶺἐ ╣

ἒӡּק
ᶺἐ ╣

ṕ1992Ṗ
80%

750km
400km

ṕ
Ṗ

Whonstrasse
šπ

‫ϋ ĺ
Shared Space
š

Erfĺπ G1988H

ƀ:Ƶ30ᵭĺὡ
Ľᵺ ≥ͬͯ

ƀ:Ƶš•ẬϚ ĺľ
ủ

Zone de 
rencontre
ṕ2008 Ṗ

ṕ2021.8 Ṗ

ṕ 105k )

ṕ1990Ṗ

ṕ2016.1 Ṗ
49

45

ὡ $ •
ẬϚ š Ῠ

֜ˢ Ľּי ⅝ᵊ
G30km/hĺᵊŘĩH

ṕ1988Ṗ

ṕ2021.1 Ṗ
ṕ

161.4k )

Woonerf
ṕ1978 Ṗ

Zone de 
rencontre
ṕ2003 Ṗ

ԃ
ṕ2020.7 Ṗ

88%

◕ᵹ

ԁʿ∞x ⁯ Ṫ ᾆẕЈрЌ̝ ⱳˮ χ ᶨ τḩβϥ ếɔ τ˯ΣΪϥ έ„םⱢ τṁξΦ̋ ᴥ Ϭΰο⌠
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Å ᴆ χ χ χ︡ ϙψ1970 ῇ τ住宅地から始まり、近年は中心市街地等にも拡大
Å ◕πψ市街地広域におけるゾーン30の適用が増加
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╗ ᶍ
ᶍ
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ֹ
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ÿ
(
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ᶇ

ᶱ ᵮ
- ø ø ÿ
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ÿ
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֩ ⌠ ֪

6km/h ø ø ø ø

ꜛ
֩ ḵḤḋḐ ֪

6km/h ø ø ø ø
ᶎ ↨≠╢

ᶗᶍ ᵫ

【新モビリティの通行場所（日本）】

ᶊ
ᵩ
ᵰ
ᶪ

ᶍ

Å ϺАϼЩ˔Ж Ҝᾖ Ṑ ꜛ χԁכּ ἷπΚϥΥʺ普通自転車と類似の交通ルールϬ
Å ꜛʺ◓ӭכּ кЩАЕ Ҝ歩行者と同等の走行場所



Â制限速度
Å大部分の州は10マイル未満（時速16km）に設定
ÅиϱЅϯЗʺЧрЄиНИϯψ 12Ыϱи
ˢⱲ 19kmˣ τ

Â積載量
Å Ψχ ψ80-120ЪрЖˢ36-54kgˣ
ÅϯϱϷмʺϷϼжШЫʺЧрЄиНИϯ ψ
550ЪрЖˢ250kgˣ

Â通行空間
Å ψ Ϭ “
Å Ϭ “ΰτΨΜ › ψ ᾊϬ “
ÅГϺЂІ πψʺꜛ כּ “й˔рχ “
ẨᴦτνΜο

⑦-9. 制度、ルールの提案

【自動配送ロボットに関する法令整備(米国)】

Å ◕ πψʺ23 Υロボット配送に関する法令を制定ΰοΣϤʺ大部分が約16km/hの制限速度
πΚϥϜχχʺ 10km/hϞ 19km/hρ ꜛχ Ϭ ϛοΜϥ ϜΚϥˢ2022 Ⱳ ˣ

⁯ʺ έρχкЩАЕ ḩ χ

ʿ TECH MONITORШ˔ЭЧ˔Ѕ
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ʿ ◓, ᾖϩΤ
σʿֽ⁯τΣΪϥ

χЩрϵ
иТˢ ᶨἋḧ
ˣ χ , 

◕ὓᵊ ⁮ 16 (4), 

335-340, 2018.3, 2

Τϣ ʺᴥ ΰο
⌠

ֽHome Zone ρḩ
37

【英ホームゾーン施策に関する法令・ガイドライン等】
Å ֽШ˔ЭЋ˔р☼├Ϭ βϥθϛτʺ指定権限、事故時の責任、運転方法等に関する法令を整備
ΰʺ道路設計に関するマニュアル等を策定ΰʺζχ位置づけについて明記する等の制度Ϭ Πθ
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᷿ḻ᷁ḥᴻḳ 25km/h Å

Å᷿ ᶼᶷᴻḑḙḁᴲḙᴻ
᷄᷈ḕ᷄ḇᴻ

Å 2019 ᶊ ᵫ ᵴᶫᴲטּ ᶍ ᵫ

֩᷀Ḳḝᶾḳḓᶷ ᷊
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24km/h
1֩5Ḧᶹḳ/h ֪
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Å

Å ă
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Å

Å
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Å
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Å
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Å

Å

Å ă

ă Ḇᴻḻᴲ ᴲ᷿ᶼᶷḑḁḢᴻḁᶎ
ᶊ ᶮᵺᵾ ᶆ ᵫּס
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֪סּ

ʿὊↄ▀Ộ ˮ 3ᵕ σЯРзГϰ ẉ ᵓṳ˯Ɫ ˢR1.10.16x ϬϜρτ⌠
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【電動キックボードの通行空間】
Å ᵰ⁯τΣΜο ϺАϼЩ˔Жψ自転車と同様の通行空間Ϭ “
Å Ϸ˔ІЕзϯπψʺ歩行者と混在する場合τΣΜο「歩行者に合わせた速度」π “ᴦ



⑩. 安全・快適・豊かなモビリティの実現
のためのデジタルサンドボックスの構築

～2023年度成果～
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【検討状況】

Å仮想評価システムに関わる必要機能τνΜοᾁ ʾ ʻ
ˀṌᴁᾆẕ ϬϜρτʺ   Ϟῖ ֫ Υ χӪ꜡τיּ“ Πϥֲố
τνΜο ΰʺ ῟σ ᴣ◙ Ϭ ʻ

評価例2. 滞留者の混在する環境での歩行者の歩きやすさ

V ΦτΨήτ βϥӪ꜡Ϭ ᴣβϥ Ἱ ᵕṑЯДиϬ  ʻᴅӱ τ
Ϣϥᵕ ᵕ ʺ ʾיּ“ יּ ʺ Τϣχẩ τֲốϬ Ϊϥʻ

V CGֳ χЯДиπψʺםḕẽχ ΦτΨήϬᵃ τ ᴣβϥΥʺ
σ ḩἰψ ᴦ ʻˢCGֳ χ ᴣֳ̱ם χ ᴣˣ

評価例1. 歩行者の交差点横断時の不快感

Vᴅ χ ᴻϬˮῖ₯ Ϧ˯ˮ֒₮ כּ ρχῖ┬˯ˮ Ϥּכ Ϟʺ
‹τϢϥẍΤήϦḇ˯π βϥЯДиϬ  ʻ

V‰ בψֿיּ τ ϓʺּכ ρχῖ┬τϢϥ ᵙχḇ Υ Μʻ

360度カメラで撮影
した映像を加工

起立して映像を視聴

滞留者の間を縫う歩行シナリオ

歩行者密度はシナリオ間で同等

ᴣ 1.
ʾӻ (2024)

ᴣ 2.
ӻ ʾ  (2022)

‎ 引き続き、既往研究および評価指標例を収集しつつ、
 仮想評価ｼｽﾃﾑに求められる必要機能と構造を具体化、整理



⑩ 安全・快適・豊かなﾓﾋﾞﾘﾃｨの実現のためのﾃﾞｼﾞﾀﾙｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの構築

41

【検討状況】

ÅシミュレーターやVR(Virtual Reality, 仮想現実)/AR(Augmented Reality, 拡張現
実)に関する事例を調査ΰʺם ΣϢόН˔ЎаиἋḧπχ車両や歩行者評価の
課題ʺVR を用いた評価に関する考察Ϭ ʻ

交通シミュレーション事例 VRシミュレーション構築事例・評価事例

⁯∑ῖ ӗ ᶘᵓ(H15 ) ᾥᴒ ᶘʾӻ ᾆẕעᴎ ᶘʾ ᾆẕע
ʿ⁯∑ῖ ӗ ᶘᵓ 15 ᾆẕ ₰ ⁮

ˮ◕ ╥ᴥἷῖ ӗ ЄІГЭχכ◦├ σῖ ӗ ├ϒχ ˯

https://www.iatss.or.jp/common/pdf/research/h502.pdf

‎ 今後、調査結果に基づいてシミュレーターやVR/ARによる課題解決項目を整理し、
 本研究における開発内容を明確化
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